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子供たちの心を耕すこと、子供たちの心を健康に保つこと、これ
らは大人の責務です。笑顔を絶やさぬように、たとえ曇ってもす
ぐに晴れやかになるように、学校と家庭で協力していきましょう。

『令和５年度昭島市立学校保護者アンケート』にご協力ください。
昭島市教育長より今年度の昭島市の教育施策、及び、本校の学校運営について、保護者の皆様
にアンケートの依頼がありました。ご協力をお願いいたします。（上の2次元コードよりアンケートに
答えることができます。11月1日 改めて依頼文を配布いたします。）

HPはこちら

ふれあい月間（11月）

東京都では毎年６月、１１月、２月をふれあい（いじめ防止強化）月間として、いじめや不
登校、暴力などの問題行動を未然に防止し、子供たちの健全育成を目指して取組を行っ
ています。本校もこれに合わせて年３回、アンケートを実施し早期発見に努めています。
保護者の皆様には『いじめサイン発見シート』（昭島市教育委員会）』を11月1日付で配布
いたしますのでご活用ください。また、校内には、スクールカウンセラーが毎週金曜日に勤
務しております。合わせてご活用ください。

『令和５年度昭島市立学校保護者アンケート』

道徳授業地区公開講座

東日本大震災の時に流れた AC JAPAN の
メッセージに 「心は見えないけれど心遣いは
見える思いは見えないけれど思いやりは見え
る」というのがありました。それに例えるならば、
道徳の授業は、見える心遣いのもとにある見
えない「心」を、見える思いやりのもとにある見
えない「思い」を育むための授業です。
低学年の子供たちは、教科書に登場する、お
おかみや小鳥、かぼちゃなどの登場人物に自
分を映し、自分の思いをめぐらします。その過
程で、「もし自分だったら…」と共感したり葛藤
したりしたことが心に蓄積しされるのです。この
蓄積が、近い将来、周りの人々に対する行為
の判断材料になってくれればと願っています。
１１月１８日（土）道徳授業地区公開講座が開
催されます。ご参観をお待ちしております。

「こころ」は
だれにも見えないけれど
「こころづかい」は見える
「思い」は
見えないけれど
「思いやり」は
だれにでも見える

ＡＣ JAPANの意見広告 ２０１１ より引用
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